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第 1回東京理科大学オリエンテーリング大会 

大会報告書 
 

【ご挨拶】 

東京理科大学オリエンテーリングクラブ代表 

第 1回東京理科大学オリエンテーリング大会実行委員長 

坂野翔哉 

 

 

無事に第 1回大会が終わりました。天気に恵まれ、多くの当日参加者に受付は大混乱し

てしまいました。大会前日までほとんど私一人で準備を進め、満足していただけるかと不

安でしたが、アンケートでは多くの方に満足していただけたようで安心いたしました。 

本大会は多くの方の影響があって開催することとなりました。私は東海中学・高校で 6

年間のオリエンテーリングを経験しており、地図を作りたいという夢がありました。大学

入学後は、高校を卒業して活躍する多くの先輩や後輩の努力を間近に見てきました。早大

OCに加盟し、関東学生連盟では幹事となり、充実した引継文書や偉大な先輩から多くの

貴重な経験をさせていただきました。インターハイ運営では競技責任者を務め、その際に

は YMOE山川氏の運営に、競技運営の可能性を感じました。申込では NishiPRO西村氏

の申込サイトが無料で利用できたのも開催のきっかけになっております。 

たくさんの魅力的で挑戦的な大会が開催される中で本大会はみなさまの中でどのような

大会として映るのでしょうか、とプログラムにて問いましたが、オリエンテーリングの楽

しみを存分に感じていただけたと感じております。 

ご協力いただいた多くの方、共に運営した実行委員会の皆、そして参加者の皆様に感謝

を申し上げ、挨拶とさせていただきます。  
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【コース地図】 

Long       Short 

 

しばらくの間、本大会の各コース地図を会場

販売と同じ 300円で販売いたします。何らか

の方法でご連絡していただくか、大会会場で

坂野までお声掛け下さい。 

 

事前申し込みされたものの、当日欠席された

方の地図について、数名分はお知り合いの方

にお渡ししております。受け取られていない

方へは送付いたしますので、お気軽にご連絡

ください。 

 

 

 

 

 

Extra  
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【成績】 
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【大会参加者数】 

 Long Short Extra Beginner 

事前申し込み 85 2 54 0 

当日申し込み 27 2 11 6 

出走者 109 4 59 6 

 

事前申し込み欠席者により申込合計と出走者に差があります。 

参加者 119名 

のべ出走者 178名 

 

【競技に関して】 

・作図の不手際により 74番コントロール位置にあるはずの塔が現地に存在せず（約 4m東

に存在したものを間違って描画）、実際の位置に則りディスクリプションを木と木の間に

変更し、公式掲示板にて報告いたしました。しかし隣接する 60番コントロール「独立樹」

との距離が約 24m となり、同一特徴物の間隔 30m を違反することとなってしまいまし

た。 

・運営の効率化のためにスタート地区を地図上のスタートといたしましたが、その点に関し

て報告を怠っておりました。さらに、地図上のスタート位置にスタートフラッグが存在せ

ず、スタート直後に現在地が把握できなくなる参加者が多くありました。 

・競技時間を 30 分としておりましたが、急遽 60 分と変更する旨を公式掲示板にて張り出

しました。ご高齢の参加者への考慮が不足しており、参加者にご指摘いただき変更いたし

ました。 

・1枚に上下の 2mapで途中地図交換という競技形式の告知や説明が不足しており、地図交

換地点で戸惑う参加者が多く存在した。 

・テレイン南西端の立ち入り禁止区域は、葛飾区の説明によると花壇造営予定地です。テー

プ等によるマーキングが認められなかったため、花壇と判断できず立ち入る競技者を考

慮して役員を配置いたしました。しかし役員が競技中の参加者へ、立ち入り禁止範囲の説

明や声掛けを行っており、本来なら競技の公平性の点で大会不成立となります。本テレイ

ンを今後も使用するためでありましたが、役員への役割の説明が不足しておりました。テ

レイン内に流れる小川に関してはすべて飛び越えての渡河が可能です。 

・自転車で来場の参加者を考慮しておらず、当日朝に連絡いただいていたことに気が付か

ず、返信ができなかった。今後は公園の駐輪場（南北合計で 5か所ほどあり）が利用でき

る。大学駐輪場は関係者の利用に限られるため避ける。駅に近いため、公園外の駐輪場は

ほとんど有料で、路上駐輪は取り締まりがある。 
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【アンケート結果に関して・その他】 

・アンケート回答数が少なかった。はじめから計算センターでお渡しするべきだった。 

・13 分という優勝設定時間が参加者に破られることがなく、用意した商品をお渡しするこ

とができなかった。 

・競技の個人ラップタイムを印刷したが、数名の方へは機械的ミス等によりお渡しすること

が出来なかった。Mulka2使用方法の理解や経験が不足していた。 

・アンケート結果では第 1回大会への期待が最も多かった。他にも好天による当日参加者、

京葉 OL クラブとときわ走林会のクラブ対抗戦に利用されたことが参加者増加の要因と

なった。 

・地図の縮尺や等高線間隔に関して、このままで良いとの意見が多かった。初期の作図は

1:3000、0.5mで行っていたが、広く一般に利用された方法での作図が参加者にとって慣

れているため適切であったようだ。 

・テレイン北部の多目的広場やテニスコートを含むエリアはテレイン南部（葛飾区都市整備

部公園課）や東京理科大学とは別の所有者（葛飾区教育委員会生涯スポーツ課）によって

管理されており、テレインは全体で 3箇所の管轄に分かれている。北部は大会当日、スポ

ーツ少年団などに利用されており、狭い通路を多くの参加者が通行することで接触の危

険があると判断して使用を断念した。小規模の練習会などのテレイン利用であれば北部

も利用可能である。その際には横断歩道に役員配置が必要で、車両の通行による競技性の

低下が考えられる。 

・参加費は一部の大学生などには高額に感じたとみられるが、適切であったとの意見が大多

数であった。アンケートや直接伺った感想では、オリエンテーリング参加費が一般的に安

すぎるとの意見もあった。 

・多くの DISQ を出してしまった。上記作図ミスの影響もあるかと思うが、隣接コントロ

ールや方向転換の少ないコントロールでのポスト飛ばしが頻発したらしい。さらなるコ

ースの工夫が求められた。 

・満足度が非常に高く、大会は成功したと判断しているが競技としての公平性に欠ける点が

多くあった。今後はよりよい競技を提供したい。また、第 2回大会もぜひ開催したい。 


